































This paper considers social exclusion in modern society through the lens of child 
poverty, arguing that exclusion should be addressed through provision of mental 
support as well as livelihood security. In particular, the practice of active listening, 
which aims to respond to modern people’s needs for recognition and self-esteem, is 
examined.  The case studies considered here show that self-recognition and 
recognition by others are important elements of care. Moreover, clinical religion 
guided by religious scholars and Buddhist monks should not be limited to 
unidirectional active listening between care-givers and care receivers, but should be 
the basis for constructing reciprocal relations in community. This point is illustrated 
through the case of a Buddhist priest in Fujisato-cho, Akita prefecture, who became the 
key person in creating collaboration between the local administration and social 
welfare providers.  
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るが、第 6 号で「特集 子どもの貧困と対抗戦略――研究・市民活動・政
策形成」第 11 号で「特集 子どもの貧困と教育の課題」を取り上げている
［貧困研究会 2011 2013］。専門家が論じた新書では国立社会保障・人口問





現代の貧困は構造的なものである。すなわち、①有配偶離婚率は 10 代 20
代の女性において 1980 年代以降一貫して増加しており、30 代以降と比較す
れば 6－7 倍となる［厚生労働省 2009］。②離婚後の母子家庭で養育費を受
け取れる家庭は約 3 分の 1 であり、その額も平均月額 42,008 円と十分では
ない［厚生労働省 2006］。③母子世帯の平均収入は 213 万円であり、生活
保護費の受給世帯は約 10％程度である［厚生労働省 前掲］。④地方自治体
ごとの福祉事務所・児童相談所などの公的機関の利用したことのない世帯
は約 8 割、母子家庭等就業・自立支援センターにいたっては 99％の人が利
用していない［厚生労働省 前掲］。こうして母子世帯は子供の教育費に回
すお金が不足し、⑤2012 年度に就学援助の対象になった小中学生は 155 万
2023 人［日本経済新聞 2014 年 4 月 9 日付］となり、約 6 分の 1 の世帯が
対象となった。一人親世帯の大学進学率は 41.6％（大学等 23.9％、専修学










2014 年 12 月 22 日に放映された「NHK スペシャル 調査報告 "消えた"
子どもたち－届かなかった「助けて」の声－」では、18 歳までネグレクト
を受け自宅に閉じ込められたまま育った女性（自分で助けを求め保護され
る）、中学 2 年まで 7 年間学校に通えなかった女性（施設に保護）、小学校
三年生から学校に通えず叔母に保護された女性のケースが報じられた。そ
して、NHK が児童養護施設など全国 1377 ヶ所にアンケート調査をした結果
（834 箇所から回答）、義務教育を受けられずに保護された子供が 10 年間で





どのトラウマ症状」11%が見られるという［NHK ニュース web  2014 年 12
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欲求（Physiological needs）2.安全欲求（Safety needs）3.社会的欲求（Social needs 
/ Love and belonging）4.承認（尊重）欲求（Esteem）5.自己実現欲求








































東北大において 2012 年 4 月に実践宗教学寄附講座が立ち上げられた。そ
の経緯は次のようなものである［鈴木岩弓  2013］。2011 年 3 月 11 日の東
日本大震災後、仙台で宮城県宗教法人連絡協議会に所属した宗教者たちが






















































































































































































































































































































































































ところが、もう一つ 1995 年以来秋田では、自殺率が全国上位（2013 年で










一 早ね早おき朝ごはんに家庭学習 規則正しい生活がスタートライン 
二 学校の話題ではずむ一家団らん 笑いが脳を活性化 
三 読書で拓く心と世界 めくるページ、広がる想像力 
四 話して書いて伝え合う国語 国語力は学びの基本 
五 難問・難題にも挑戦する算数・数学 あきらめずやりきることで能力
アップ 
六 新発見の連続、広がる総合 総合の時間は脳のビタミン 
七 きまり、ルールは守ってあたりまえ 落ち着いた教室で高まる集中力 
八 いつも気をつけている言葉づかい 相手意識でみがく活用力 
九 説明は筋道立てて伝わるように 整理する工夫が脳のトレーニング 
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日本の自殺者数は 1998 年に前年度より約 8 千人増えて約 3 万 2 千人を超





































































者の調査を実施し、113 人の支援対象者を発見した。18 歳から 29 歳までが
18 人、30 歳から 39 歳まで 31 人、40 歳から 49 歳まで 41 人、50 歳から 55































支援事業の成果としては、2010 年からのべ 66 名（うち 48 人が家庭訪問
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